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５　未来を叶える学びがある

①　学校教育の充実

５
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　令和４年度まで実施していた通学費助成制度の一部を改め、継続します。
　町内に住所を有し、高等学校、特別支援学校（高等部）または高等専門学校へ通学する生徒の保護者を
対象に、購入した通学定期券の月額から、中央バス滝川近郊路線の１カ月通学定期購入代の最低区間料金
（7200円）を除いた額（月額１万5000円を上限）を助成します。

Ａ高校の場合：月額2800円を助成（助成対象経費１万円）
Ｂ高校の場合：月額4800円を助成（助成対象経費1万2000円）
Ｃ高校の場合：月額800円を助成　（助成対象経費8000円）

高等学校などへの通学費の助成	 282万円

（月額1万円）

未来を叶える学びがある未来を叶える学びがある未来を叶える学びがある未来を叶える学びがある
５

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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５

外国語教育の充実	 944万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　小・中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）２人を
配置し、児童・生徒の英語力向上を支援します。
　異文化の学習や英語でのコミュニケーション能
力を高めるために全ての英語の授業に参加してい
ます。
　また、児童・生徒に限らず、町民対象の英会話
教室も開催し、多くの方に英語とふれあう機会を
つくります。

小・中学校教育の推進	 3955万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　確かな学力の育成を目指すため、引き続き小・
中学校に町独自で専任講師や学習支援サポーター
を配置し、きめ細かな学習指導体制を継続します。
　ＩＣＴ機器（タブレット端末）の特性や利点を
活用した授業や家庭での取り組みをさらに進める
ため、昨年度中学校で導入した、タブレットで学
習できる「デジタルドリル」を小学校にも導入し
ます。また、授業支援コンテンツの「ロイロノー
トスクール」を小・中学校で導入します。
　小・中学校では漢字検定、中学校では英語検定
受験費用も引き続き助成し、学力向上に向けた環
境を整備します。

小・中学校の施設整備	 9676万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　小・中学校校舎の維持管理を行います。
　小学校は、体育館に設置しているバスケット
ゴール２カ所の高さを低くし、ボードをジュニア
用へ交換することで、体育の授業を効率的に実施
できるようにします。また、地下に設置している
Ａ重油タンク内にＦＲＰシートを張ることによ
り、漏洩防止を図ります。
　中学校は、経年劣化している体育館とバス車庫
の外壁と屋根の改修を実施します。また、快適な
学習環境を維持するために、故障している暖房機
器を修繕します。

学校給食の提供	 9040万円
（担当：学校給食センター）

　小中学生の保護者の経済的負担軽減、子育て支
援、少子化対策などのため、令和５年８月から町
内の小中学校に通学する児童生徒の学校給食費を
完全無償化します。
　また、町が特許を取得したしんとつかわお米シ
ロップなど、町内で作られる加工品や生鮮野菜を
使用した安全安心な献立を町立学校のほか、幼稚
園、農業高校、雨竜町の小中学校に提供します。

＜財源内訳＞
町の負担	 4569万円
雨竜町の負担	 778万円
子ども夢基金	 466万円
町内小中学生の保護者以外の
給食費負担	 3227万円
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５

育英奨学金の貸付	 2510万円

教員住宅などの維持管理	 2292万円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

（担当：教育委員会学校教育グループ）

　大学、短大、高等専門学校、各種学校等（修業
期間が１年未満のものを除く）の学生や生徒のう
ち、経済的理由により学費の支払いが困難であり
また、健康で学習意欲のある人に無利子で奨学金
を貸し付けます。

学校 月額 入学金 返済

高校 １万円
以　内

28万円
以　内

５年
以内

短大
専修学校など ４万円

以　内

７年
以内

大学
高等専門学校

10年
以内

※入学前に入学金を貸し付けすることができます。
※新型コロナウイルス感染症対策の特例として、
大学などの奨学生に対し月額の上限を６万円に
増額をします。（令和６年３月31日まで）

　住宅入居者が快適に生活できるように適正に管
理を行います。
　令和５年度は、築年数35年経過し老朽化した小
学校教員住宅（１棟３戸）を解体します。

中学校部活動の支援	 437万円

スクールバスの運行管理	 4325万円

（担当：教育委員会学校教育グループ）

（担当：教育委員会学校教育グループ）

　部活動に係る消耗品費用、遠征費、中体連大会
などへの参加費用を負担します。
　中体連などの大会へ出場するための負担金、バ
スの借上料などを町が負担することにより、保護
者負担を軽減します。

　児童生徒が安全安心に登校できるよう、スクー
ルバスの運行、維持管理を行います。
　令和４年度から地域公共交通として、一部の便
を除いて地域住民も乗車しています。

老朽化した小学校教員住宅
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②　生涯学習の充実

５

芸術鑑賞	 500万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　幅広い年代の方が、気軽に芸術・文化に親しめるよう、さまざまな質の高い優れた芸術鑑賞事業を開催
します。
　令和５年度は、音楽協会主催で８月27日㈰に、本町のコーラスグループが共演する参加型のコンサート
として「加藤登紀子コンサート2023～百万本のバラ物語～」を開催します。また、10月９日（月・祝）に
は、世界的トランペット奏者率いる「エリック・ミヤシロ・ビッグバンド」のコンサートの開催と、出演
者による中学生向けの管楽器演奏のワークショップを実施する予定です。
　そのほかにも、文化協会主催による「奥田幸雄氏50周年民謡コンサー
ト」や落語と講談、浪曲、漫才などで構成された文化庁アートキャラ
バン事業「北海道寄席演芸公演」などを開催する予定となっています。

開催日 内　　容

７月９日 北海道寄席演芸公演

７月23日 奥田幸雄氏50周年民謡コンサート

８月27日 加藤登紀子コンサート2023

10月９日 エリック・ミヤシロ・ビッグバンドコンサート 「加藤登紀子コンサート 2023
～百万本のバラ物語～」

シニア世代の生きがいづくり	 204万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　60歳以上のシニア世代が、充実した明るい笑顔に満ちあふれ、いきが
いのある生活を送れるように、運動教室や一般教養講座の開催、サーク
ル活動の支援などを行います。
○ふるさと学園大学
　シニア世代向けの健康講座や参加者同士で交流できる講義と、年に１
回の見学旅行を実施します。また、各講座に参加した方には受講ポイン
トを付与し、このポイントはとくとっぷカードで、買い物をする際に利
用できます。
○シニアいきいきクラブ
　元気で意欲のあるシニア世代を目指し、新たな生きがいや趣味、仲間
づくりができるように講座を実施します。
○ゆめりあ部会
　陶芸、カラオケ、木工、舞踊、短歌、マージャン、卓球、コーラスの
８部会が月に２～４回程度、ゆめりあで活動しています。自分の趣味に
合わせて入会することができ、複数の部会に加入することも可能です。
部会の活動日は無料で新公共交通を利用できます。
＜財源内訳＞
北海道高齢者医療広域連合の負担金	 4万円
町の負担	 200万円
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５

青少年文化スポーツの推進	 230万円 文化スポーツ大会参加費の助成	 300万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　児童生徒が文化スポーツ活動に取り組む環境づ
くりと、その世帯の負担軽減を目的に、町内の文
化スポーツ少年団（野球・サッカー・剣道・水泳・
卓球・一輪車・バスケットボール・鼓狸）へ年間
活動費を助成します。
　また、少年団、中学校部活動などのユニフォー
ム購入費の一部を助成します。

　予選を勝ち抜き出場する全道・全国規模の大会
への出場経費を助成します。
　また、小中学生については、母村交流を目的と
した大会や招待を受けて出場する大会への助成を
行い、保護者の負担軽減を図ります。

スポーツ指導者の養成	 10万円 生涯スポーツの推進	 867万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　町民のスポーツ振興を図るため、スポーツの指
導者資格および公認審判員資格を新規に取得する
際に係る登録料や受講料、テキスト代などの費用
の一部を助成します。

　幼児から高齢者までの全ての年代を対象に、体
力や年齢、好みに応じて、どなたでも参加できる
教室を開催する、新十津川スポーツクラブを支援
しています。
　スポーツ協会が推奨する「１・１運動」（町民
誰もが１日１回スポーツなどの運動を実施し、健
康づくりにつなげる）を展開するため、多くの教
室やプログラムが開催され、町民の皆さんが参加
しやすいようにしています。
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５

そっち岳スキー場の管理運営	 1578万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　そっち岳スキー場は、初心者やファミリー向け
のゲレンデとして、町民だけでなく、近隣市町の
皆さんからも親しまれています。
　スキー場の運営に必要な経費のほか、リフト、
圧雪車などの整備を行い、スキー場を安全に利用
できるよう管理します。

＜財源内訳＞
リフト使用料など	 906万円
町の負担	 672万円

子育て講演会の開催	 13万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　従前開催していた、体験学習事業「通学合宿」
を取り止め、この事業が目的とする
・望ましい生活習慣
・学習習慣の定着
を図るための講演会を児童の保護者を対象に、開
催します。
　最新の子どもたちの特徴や傾向を、数字を基に
ひもとき、子育ての一助となるよう方策を分かり
やすく説明します。

（担当：教育委員会社会教育グループ）
　町内の子ども会活動を支援するため、新十津川町子ども会育成者連絡協議会の活動経費を助成します。
○９地区の子ども会があり、約240人の子ども会員が地域の活動に参加しています。
○各子ども会の事業を通して地域の皆さんとの交流を図り、社会性を身に付けています。
○新十津川町子ども会育成者連絡協議会は、各行政区の子ども会の活動の推進のため、社会見学やかるた
大会、リーダー研修会などを企画し、子どもの育成に努めています。

子ども会活動の支援	 98万円
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農村環境改善センターの管理運営	 1762万円 開拓記念館の管理運営	 261万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　昨年10月にリニューアルオープンした農村環境
改善センターは、社会福祉協議会をはじめとする
福祉機能が集約されたほか、町が所蔵する絵画を
常設展示しています。
　令和５年度から社会福祉協議会が指定管理者と
なり、施設の管理運営を行っています。
　また、町民の皆さんにより愛着を持って利用し
てもらえるように「みらいえ」という愛称が付き
ました。

　本町の歴史を伝える町開拓記念館の管理、運営
を行います。電球を順次ＬＥＤに替えていくなど
して、より明るく、より省エネルギー化を進めま
す。特別展は、石狩川の河川改修が本町の生活や
産業に及ぼした影響を、関係機関の協力を得て分
かりやすく展示します。
※開館日　５月～10月
　　　　　火曜日～日曜日　午前10時～午後４時
　　　　　金曜日　　　　　午前10時～午後１時
※休館日　月曜日
＜財源内訳＞
入館料、本売払	 11万円
町の負担	 250万円

図書館の利用促進	 46万円 絵本とのふれあい	 32万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　子どもを対象とした読み聞かせ会や大人も楽し
めるギャラリー展示など定期的に行事を開催しま
す。また、図書館に出向くことが困難な大和区、
花月区の高齢者を対象に、地域で実施されている
健康教室「すまいるあっぷ」に図書館職員が訪問
し、要望にあった本を貸し出します。

　絵本を通じて親子が楽しい時間を過ごし、健や
かな成長のきっかけとなるよう、３～４カ月児に
絵本２冊と専用バッグ、２歳５～６カ月児には、
通常の絵本のほか、対象児童が主人公となる世界
に１冊だけのパーソナル知育絵本をプレゼントし
ます。


